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【表－２の１】
一般会計繰入のうち決算補填を目的に繰り入れたもの

（１）保険料（税）の負担緩和を図るため

２　 収 支 状 況

9
2

（２）保険料（税）の減免額に充てるため
（３）地方単独の保険料（税）の軽減額に充てるため
（４）単年度の決算補填のため
（５）累積赤字補填のため
（６）地方独自事業の医療給付費波及増等に充てるため
（７）任意給付費に充てるため

8
1
-

2
-

実質単年度収支差引額　

15,831,211,768

14,000,000
1,254,099,686

保険者数繰入額

1
21

306,136,000
137,400

-
139,736,000

-
710,466,653
83,623,633

（８）その他

収支額（総額）

33

28

- -

12

10

赤字
保険者数

1,325,289,957

-175,352,376目的に繰り入れた額を除いた
一般会計繰入のうち決算補填
 （単年度収入－単年度支出）
単年度収支差引額
 （収入総額－支出総額）
収支差引額

-

16

23

継続赤字
保険者数

新規赤字
保険者数

※保険者数の合計は延べ数ではなく、実数である。

【図－５】

　平成２６年度における県内の国民健康保険事業の収支決算状況は、歳入総額２，４１９億８，９８６万円で、前年度比
1.47％の減、歳出総額が２，２６１億５，８６５万円で前年度比2.01％の減となった。内訳を見ると、主な歳入は保険料
（税）が18.25％、国庫支出金が29.08％、前期高齢者交付金が17.58％となっている。また、主な歳出は、保険給付費が
64.79％、後期高齢者支援金が12.64％、共同事業拠出金が11.34％となっている。
　収支差引額は１５８億３，１２１万円で前年度比6.98％の増、単年度収支差引額は１３億２，５２９万円で前年度の約

　また、一般会計繰入のうち決算補填目的に繰り入れた額を除いた実質単年度収支差引額は１億７，５３５万円の赤字で
あり、依然として国保財政は厳しい状況にある。（図-５、表－２の１、表－２の２）

14倍増となった。単年度収支差引額が前年度と比較して大幅に増加した要因は、平成20年４月から経過措置として存続し
ている退職医療制度の適用を受ける被保険者数が減少したことによる保険給付費の14.6％の減、保険基盤安定制度の保険
料軽減措置の拡充による繰入金の9.6％の増が考えられる。なお、前年度繰上充用金については解消された。

計

保険税 

18.25% 

国庫支出金 

29.08% 

療養給付費交付金 

5.15% 
前期高齢者交付金 

17.58% 

都道府県支出金 

5.52% 

共同事業交付金 

10.60% 

繰入金 

6.81% 

その他の収入 

0.52% 

基金等繰入金 

0.48% 

繰越金 

6.01% 
歳  入 

総務費 

1.74% 

保険給付費 

64.79% 
後期高齢者支援金 

12.64% 

前期高齢者納付金 

0.07% 

老人保健拠出金 

0.00% 

介護納付金 

5.97% 

共同事業拠出金 

11.34% 

保健事業費 

0.89% 

直診勘定繰出金 

0.06% 

その他の支出 

1.97% 

基金等積立金 

0.47% 

前年度繰上充用金 

0.00% 公債費 

0.05% 

歳  出 
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